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01 「創業フェアひょうご2025＆ビジネスサロン」を開催しました

　10月7日、アンカー神戸で「創業フェアひょうご2025＆ビジネスサロン」を開催しました。
　本イベントでは、創業予定の方や創業後概ね5年未満の方を対象とし、中小企業診断士を講師とした創業ミニセミナー、先輩創業
者によるトークセッション、参加者同士の交流を行うビジネスサロン、専門家や支援機関への個別相談などを実施しました。

　当協会の公式YouTubeチャンネルにおいて、トークセッションの様子を撮影した
動画を公開しております。
　当日参加できなかった方やもう一度見たい方は、ぜひご覧ください。

動画配信

創業ミニセミナー

　中小企業診断士 志水 功行さんから、創業期に注意す
べき点や、事業経営に必要な基本スキルなどについて、説
明をいただきました。

●創業前に知っておきたかった…と思える有益な情報を
得ることができました。

●志水先生のお話をもっと聞きたくなりました。

参加者の声

トークセッション

　先輩経営者である『Body make studio you&Me 雨盛 
佑美さん』『C-farm（同） 稲垣 将幸さん』『Gelateria 
Monction 黒木 大智さん』によるトークセッションを行い、実
際の経験をもとにした創業時の苦労や、創業に役立つ情報
などについて、お話しいただきました。

●不安を抱える中で皆さんが前向きに事業を進められて
いて、不安を感じるのは自分だけじゃないことが分かって、
ほっとしました。

●皆さんの言葉に共感し、自分の事業を見直すヒントを
得られました。

参加者の声
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個別相談会

　中小企業診断士、税理士等の専門家及び支援機関に
よる個別の相談会を実施し、参加者に対して専門的な
アドバイスを行いました。

創業計画書の策定方法、創業資金の調達方法、補助金に
関すること、有効な広告宣伝方法など

相談内容

ビジネスサロン

　参加者が自社商品・サービスを紹介するPR会、トーク
セッション出演者、過去の創業イベント出演者を含めた交流
会、取引先獲得等を目的とした参加者同士のマッチングを
行いました。

●PR会では、登壇された方の熱意が伝わってきました。
●交流会では、同じような課題を共有できたことが有意
義でした。

参加者の声

　当協会では、「創業準備相談窓口」を「経営支援部 再生発展支援課」内に設置しています。 
創業計画書策定や資金調達、外部専門家派遣など、創業をお考えの皆さまの課題解決や資
金調達に関する相談にお応えします。
　相談をご希望の方は以下の電話番号またはEメールにてご相談ください。

創業準備相談窓口
のご案内

078-393-3912tel

たくさんのご来場ありがとうございました
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02 「米国自動車関税措置等に伴う特別相談窓口」の相談フォームを開設しています

　当協会では、「米国自動車関税措置等に伴う特別相談窓口」を開設し、米国自動車関税措
置等により、経営に支障が生じる可能性がある事業者の皆さまからの資金繰り等に関するご
相談をお受けしています。
　窓口は各地域を担当する事務所・支所となりますが、休日や夜間などの営業時間外でもご
相談をお受けできるよう、当協会のホームページに米国自動車関税措置等に関する相談
フォームを開設しております。相談をご希望の方は、ＱＲコードから相談フォームにアクセス
し、相談内容等をご記入ください。
　ご相談に対する回答は翌営業日以降に担当部署の職員から連絡をさせていただきます。

03 「中小企業者のための省エネ・省CO₂セミナー」を開催しました

　10月16日、兵庫県信用組合、兵庫県中小企業団体中央会、
当協会の三者は「中小企業・小規模事業者の経営力向上、経
営改善支援に関する協定書」による連携に基づき、「中小企
業者のための省エネ・省CO₂セミナー」を共同開催しました。
　当日は、一般財団法人省エネルギーセンター近畿支部 エ
ネルギー使用合理化専門員 宇野 孝氏、一般社団法人環境
共創イニシアチブ 主務 豊田 泰己氏、兵庫県環境部環境政
策課 副課長兼温暖化対策班長 加茂 慎氏を講師に迎え、参
加者が省エネの最新動向や進め方、実際に省エネ・脱炭素
化に取り組んだ企業事例や補助金情報等を学びました。

04 日本政策金融公庫と共同勉強会を開催しました

　10月2日、日本政策金融公庫と当協会は、連
携して事業者支援を行い地域経済の活性化に
貢献するため、「業務連携・協力に関する覚書」
に基づき、「業務連携に係る情報交換及び共同
勉強会」を開催しました。
　当日は、日本政策金融公庫の職員11名、当協
会の職員13名が出席。融資・保証の制度や経営
支援に関する取り組みについて情報交換を行
い、事業者への支援に協力して取り組んでいく
ことを確認しました。
　今回の勉強会を契機に、両者の連携体制をこ
れまで以上に強化し、厳しい経営環境下で努力
する事業者の資金繰りや経営改善、さらには創
業、事業承継への支援に積極的に取り組んでま
いります。

相談フォームは
こちら
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05 景気動向調査の結果をお知らせします ～景況感は持ち直しつつある～

　令和7年9月の調査結果がまとまりましたので、お知らせします。

調 査 要 領
① ： 令和7年9月調 査 時 点 ② ： 無記名、Web方式調 査 方 法
③ ： 3,000事業者調 査 対 象 ④ ： 382（回答率12.7%）有効回答数
※ 本調査は四半期ごとに当協会の保証利用企業を対象に実施しています。

景気動向調査にご協力いただいた皆さまに厚くお礼申し上げます。今後も引き続き、ご協力いただきますようお願い申し上げます。ご回答いただ
いた結果を踏まえ、信用保証制度の適切な運営に取り組んでまいります。なお、調査内容の詳細につきましては、当協会のホームページにて公表
しています。 ホームページアドレス ▶   https://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

※ 構成比の数値は、小数点第2位を四捨五入したものです。そのため、個々の構成比の合計が100％にならない場合があります。

経営上の課題は、「コスト高」「人材・労働力の確保」「売上・受注の減少」が群を抜いて上位となっており、次いで、「競争激化」
「借入過多」「資金調達」の順となっています。
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当期（7-9月）のDI 値は、前期（4-6月）に比べ「生産・売上」「採算」「資金繰り」「借入難易感」全てにおいて改善しました。
次期（10-12月）のＤＩ値は、当期（7-9月）に比べ「生産・売上」「採算」「資金繰り」において改善し、「借入難易感」において悪化する見込み
となっています。
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　株式会社カワグチマック工業は、ダンボールケースの
企画、製造、販売をはじめ、梱包、倉庫内作業の請負業務
などを担う56年の歴史を持つ企業だ。代表を務めるのは
川口 徹さん。川口さんが、創業者である父から家業を受
け継いだのは2010年のことだった。
　川口さんが同社に入社したのは1996年のこと。それま
では約10年間、メガバンクに勤務していた。大学卒業後、
家業を継がずに金融機関に就職をしたことについて川口
さんは、｢できるだけ世間の浮き沈みに左右されない手堅
い仕事に就きたいと考えたからです｣と語る。
　念願の金融機関への就職を果たし、融資担当になっ
た。｢どこへでも行きます。何でもします｣という姿勢で仕事
に取り組み、融資先の経営陣と真剣に向き合い、やりが
いを感じる日々を過ごした。仕事を通じて、世間にはさま
ざまな企業があり、業績は右肩上がりでも事態は急変す
ることも多いことも知った。そんな川口さんが家業を継ぐ
べく退社を決意したのはなぜだろう。
　｢妻が妊娠し、臨月の大変なときに転勤の辞令があり、
仕方なく単身赴任をしました。いざというときは駆けつけ
る気持ちはありましたが実際には不可能で、妻は産気づ
いてから一人で車を運転して病院に行ったそうです。この
知らせを受けて、この仕事は続けられないと思いました。
ちょうどその頃、経理を担当していた母が体調を崩してし
まい、両親を助けなければいけない時期が来たのかもし
れないと思いました｣。

　入社後、前職での経験を活かして経理業務を担当。ほ
どなく父に代わって金融機関との交渉も引き受けた。業
績は順調に伸び、ダンボールをカットする大型機械を導
入し、外注費の削減にも取り組んだ。その直後の2008年、
事態は一気に暗転する。
　｢弊社の社員を多数、派遣して業務を請け負う請負事
業の入札で負けてしまい、仕事がなくなりました」。
　取り引き先は大手企業だった。一瞬にして一番の太客

を失った。仕事はない。社員はいる。次の仕事のメドは
立っていない。さあ、どうする？
　｢父が、『自分がなんとかする』と言いましたが、当時、父
は75歳で、父が懇意にしていた担当者は、すでに現場に
はいません。もう自分が立っていくしかないと腹をくくり、
決断しました｣。
　川口さんの決断は2つ。｢社員を解雇しない｣ことと｢二代
目社長就任｣だ。二代目として請負業担当社員の派遣先を
探した。思うように行かないことが多かった。だが、｢すべて
自分で決めたこと｣と粘った。心が折れそうになっても粘り
続け、すべての派遣先が決まったときに確信を持った。
　｢人のせい、社会のせいにしても何も変わらない。どん
なことも自分で決めて、やり抜くことが大事｣。

　そんな川口さんに、2010年、一条の光が差す。その光と
は｢リボード｣との出会いだった。｢リボード｣は、店舗什器用
にスウェーデンで開発された強化ダンボールで、従来の
強化ダンボールとは一線を画すほどの耐久性がある。
｢リボードの取り扱いを始める以前も、強化ダンボールを
使ったキャットタワーを独自で開発し、大手ECサイトで販
売をしていました。これが人気YouTuberやタレントの目に
とまり、愛猫用に購入して組み立てる動画をアップしてい
ました。社員が動画を見つけて、皆で嬉しそうにしている
姿を見て、ダンボールを梱包以外の素材として扱うこと
で、社員のやる気を高めることができるのではないかと思
いました｣。
　この予感は当たった。展示会でキャットタワーを紹介し
たところウオルトディズニージャパンからコラボ依頼が舞
い込み、映画に登場するお城や馬車型のキャットタワー
が誕生した。
　｢リボードは、木やプラスチックの代替素材として使用で
きる強度があるため、『紙建材』の別称を持っています。
子供用のイスを製作して強度実験を行ったところ、520kg
の負荷で少しシワができた程度でした｣。
　川口さんと社員はアイデアを出し合い、リボードで事務

軽量、高い耐久性、扱いやすさを兼ね備えた
強化ダンボール｢リボード｣で、新境地を開拓。
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メガバンクに就職し、バブル景気と崩壊を経験

大手企業の仕事を失い、大英断

暗雲立ちこめる中｢リボード｣との出会いで
光が差す



所に設置するリモートワーク用ブースを開発。大手ECサ
イトで販売すると同時に、企業の展示会用のディスプレイ
や放送局のスタジオ装飾、店舗装飾などの請負業をス
タートさせたところ業績は順調に伸びた。
　｢目下の課題は、リボードの特性を活かしたものづくり
の力を高めることにあります。そのためにデザインやもの
づくりができる若手社員を採用したところ、社内が活気づ

いてきたように感じます｣。
　約5年間、同社は日本のリボード取り扱い実績のトップ
を走り続けている。足取りは軽く、心は強く。何があって
もくじけない。同社の挑戦は止まらない。

信用保証協会を利用して
運転資金を確保しました。

2024年5月、兵庫県融資制度「伴走型経営支援特別貸付」を
利用して運転資金を確保しました。前職で融資を担当し｢決
算書の数字は良くても、展望のない会社には希望がない｣と
感じていました。弊社は｢リボード｣のお陰で、社員が一丸と
なって前を向くことができていると感じます。

｢リボード｣の用途として特に好評なのは、展示
会でのディスプレイの造作です。木やその他
の素材でディスプレイを造作して、毎年、新し
く造るというのが一般的ですが、｢リボード｣な
ら何年も繰り返して使用できます。初期投資
はほぼ同じでも、繰り返し使うことでコスト削
減と環境配慮の実現が可能です。

株式会社カワグチマック工業

代表取締役
川口 徹 氏

〒660-0833
尼崎市南初島町12-9
☎ 06-6488-6312
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　9月の保証承諾のうち、運転資金は35,328百万円(前年同月比20.0％増)となり、前年同月と比べ上回り、設
備資金は505百万円(同30.4％減）となり、前年同月と比べ下回った。資 金 使 途 別

　9月の業種別保証承諾の状況は、飲食店1,120百万円（前年同月比49.8％増）、不動産業1,961百万円
（同29.7％増）、運送・倉庫業1,800百万円（同26.9％増）、製造業4,953百万円（同24.8％増）、建設業
11,214百万円（同19.3％増）、サービス業5,615百万円（同17.9％増）、小売業4,742百万円（同10.2％増）、
卸売業5,258百万円（同8.9％増）等で前年同月を上回った。

業 種 別

　9月の金融機関群別保証承諾の状況は、地方銀行2,701百万円（前年同月比32.5％増）、信用組合3,806
百万円（同24.4％増）、信用金庫24,733百万円（同23.5％増）で前年同月を上回り、第二地方銀行5,122百万
円（同4.3％減）、都市銀行533百万円（同16.8％減）で前年同月を下回った。

金融機関群別
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　9月の保証承諾は2,201件（前年同月比17.9％増）、36,895百万円（同18.4％増）となり、前年同月と比
べ、件数で334件、金額で5,742百万円上回った。
　また、保証申込は2,333件（同18.8％増）、40,231百万円（同21.0％増）となり、前年同月と比べ、件数、
金額ともに上回った。

1 保証承諾

保 証 状 況月9令和７年

保 証 申 込

保 証 承 諾

保証債務残高

代位弁済（元利）

件　数 金　額前年比 前年比 件　数 金　額前年比 前年比

（単位：件、百万円、%）
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－
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－
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－
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保証債務残高 （前年比較）

令和6年 令和7年

9月

1,616,568
1,694,288

令和6年 令和7年

8月

1,621,053
1,700,827

令和6年 令和7年

7月

1,628,999
1,710,303

令和6年 令和7年

6月

1,635,446
1,705,946

令和6年 令和7年

5月

1,639,787
1,707,283

令和6年 令和7年

4月

1,649,468
1,714,918

令和6年 令和7年

3月

1,658,232
1,724,512

　9月末の保証債務残高は、125,066件（前年同月比0.5％増）、1,616,568百万円（同4.6％減）となり、前
年同月と比べ、件数は上回り、金額は下回った。

2 保証債務残高

（単位：百万円）
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事故報告受付 （前年比較）
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2,634
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4月

3,581
3,281

令和6年 令和7年

3月

3,202

4,713

　9月の事故報告受付は、269件（前年同月比3.2％減）、2,972百万円（同9.2％減）となり、前年同月と比
べ、件数は9件減少し、金額は301百万円の減少となった。
　事故報告残高については、9月末で1,274件（同9.3％増）、14,701百万円（同12.0％増）となり、前年
同月と比べ、件数、金額ともに上回った。

3 事故報告

（単位：百万円）
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代位弁済 （前年比較）

　9月の代位弁済は、220件（前年同月比6.3％増）、2,468百万円（同24.5％増）となり、前年同月と比べ、
件数は13件増加し、金額は486百万円の増加となった。

4 代位弁済
（元利）
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